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養育者と子どもの生活リズムについての検討
問題と目的
子どもの生活リズムを考慮する際、その視点として
は、食事、排泄、睡眠等々が挙げられるが、近年、子
どもの睡眠に関する調査結果、研究結果、提言が様々
な形で公にされている。例えば神山１）によれば、スイ
ス、フランス、アメリカの子どもと比較すると日本の
子どもの遅寝・早起き傾向は顕著であり、遅寝の傾向
は年々強まっているという。そのような状況を受け、
社団法人日本小児保健協会では就寝・起床時刻をなる
べく一定にして質の良い睡眠をとることの重要性を訴
える「子どもの睡眠に関する提言」を行っている２)。ま
た、髙桑ら３）は、子どもの睡眠時間が十分でない場合
でも養育者はそのことを認識していない場合があるこ
とを指摘している。子どもの睡眠に関する諸問題が示
されていることから、現在の子どもの健やかな成長を
考える際、子どもの睡眠をはじめとする生活リズムの
改善を考慮することは不可避ともいえる。
太田ら４）は、子どもの生活リズムの改善を目的とし
て養育者に子どもの睡眠の重要性を述べた教示文を提
示する働きかけを実施した。その結果、子どもの睡眠
の重要性についての養育者の認識は高まったが、実際
の生活リズムの改善までには至らなかった。また、保
育所での運動遊びの実施が、子どもの生活リズムの改
善に効果を持つかということを検討した太田ら５）の結
果からは、運動遊びの有無の影響が見られることに加
え、家庭での生活様式も影響を持ち得るということが
示唆された。
子どもの生活に養育者の生活様式が影響を与えると
いうことは、日常の家庭生活の様子を観察することで
も感じられることであるが、太田らの結果はその印象
を裏付ける結果であるといえる。また、子どもが幼少
であればあるほど、その生活に及ぼす養育者の影響が
大きいであろうことが予想されることから、子どもの
生活リズムをより良いものにしようと試みる際には、
養育者の働きかけをいかなる形でいかなる内容で行う
かを熟慮することは肝要なことといえよう。養育者へ
の働きかけを行う際に、どのような点に配慮すること
が重要なのかということを知ることで、その働きかけ
をより有効なものにすることが期待できるはずだから
である。しかしながら、髙桑ら、太田らの研究におい
ては、養育者の生活リズムと子どもの生活リズムの関
連についての検討はなされていない。よって、本研究
においては、養育者と子どもの、睡眠を主とした生活
リズムの関連性の有無、関連性の内容について検討し
たい。「生活リズム」という場合、そこには「食事」、
「睡眠」、「自宅や保育施設での過ごし方」等多岐に亘
る内容が含まれ得るが、その中で本研究においては、
太田ら４）,５）と同様、特に睡眠に着目し、睡眠を中心と
した生活リズムについての検討を行うこととする。
方法
１．対象施設 天童市内の公立保育所 ２園
対 象 者 上記の保育所に在籍する幼児（98名、
年中・年長児）と、その養育者
２．実施期間 平成19年９月24日（月）～10月28日（月）
３．実験計画
対象施設の２園において、実施期間の１週目と５週
目に、「生活リズム調査」と「週末の生活行動調べ」
の２種類の調査からなる、養育者に対するアンケート
調査を行う。本研究においては、養育者の生活リズム
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〔 要 約 〕
保育所に在籍する98名の幼児とその養育者を対象として、養育者と子どもの、睡眠を主とした生活リ
ズムの関連について検討した。養育者についての調査項目の中で子どもの生活リズムと最も関連を示し
たものは起床時刻であり、養育者の起床時刻が早い場合には、子どもの生活がより良い生活リズムに基
づいたものになっていることが示された。また、養育者の起床時刻が早めの群、遅めの群それぞれにお
いて、保育所での午睡後の運動遊びを実施した場合の方が、子どもの生活がより良いものになっている
という結果が得られ、子どもの生活を考慮する際には、養育者の生活リズムと子ども自身の活動内容の
両面を考慮することの必要性が示唆された。
（2008年９月26日受理）
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と子どもの生活リズムの関連を検討することが目的で
あるため、「生活リズム調査」のみを分析対象とする。
調査の内容については後述する。
２園の保育所のうち一方の保育所において、２週目
から５週目にかけて、毎週３回（火曜日、水曜日、金
曜日）、午睡後の時間に運動遊びを行う。この保育所
に在籍する対象者を、Ｅ群とする。
もう一方の保育所においては、２週目から５週目に
かけての運動遊びを行わず、１週目と５週目の生活リ
ズム調査のみを行う。この保育所に在籍する対象者を
Ｃ群とする。
実験計画は以下の通りである。
表１ 実験計画
４．運動遊びについて
２週目から５週目にかけて、毎週３回（火曜日、水
曜日、金曜日）、午睡後の時間に約30分間行うものであ
る。運動遊びの内容は、各曜日で異なった種類のもの
が用意された。火曜日はゴムひもを使用した運動遊び、
水曜日は「ビリーズブートキャンプ」というＤＶＤで
紹介されている体操をアレンジした運動遊び、金曜日
はボールを使用した運動遊びを主とした内容となって
いる。いずれの運動遊びも、終了後は運動遊びに参加
した対象児が汗ばむ程度のものであった。
５．養育者に対する｢生活リズム調査｣について
養育者に対する「生活リズム調査」は、１日の子ど
もと養育者の生活リズムに関する項目について一週間
毎日記述を求めるものである。Ｅ群、Ｃ群両群におい
て、また運動遊びの事前・事後で用意されたものは同
一のものである。
「生活リズム調査｣の内容は、以下のようなもので
ある。
以下の質問項目の内、時間については、当てはまる
時間をお書きください。その他については、当てはま
る選択肢の番号を一つ選んで、○で囲んでください。
１．本日のお子さんの生活の様子についてお尋ねしま
す。
１）睡眠について
①前日の就寝時刻は何時ですか 午後 時 分
②本日の起床時刻は何時ですか 午前 時 分
良い やや良い やや悪い 悪い
③寝つきはどうでしたか ４ ３ ２ １
④目覚めはどうでしたか ４ ３ ２ １
２）食事について
①朝食時刻は何時でしたか
午前 時 分，欠食した
②夕食時刻は何時でしたか
午後 時 分，欠食した
かなりある ややある 余りない 全くない
③朝食の食欲はありましたか ４ ３ ２ １
④夕食の食欲はありましたか ４ ３ ２ １
３）生活行動について
良い やや良い やや悪い 悪い
①体調はどうでしたか ４ ３ ２ １
②機嫌はどうでしたか ４ ３ ２ １
２．養育者（主に子どもの世話をしている人）の生活
についてお尋ねします。
１）睡眠について
①前日の就寝時刻は何時ですか 午後 時 分
②本日の起床時刻は何時ですか 午前 時 分
２）食事について
①朝食時刻は何時でしたか
午前 時 分，欠食した
②夕食時刻は何時でしたか
午後 時 分，欠食した
結果と考察
本研究では、２園のうち１園の保育園において３週
間に亘り運動遊びが行われ、その前後各一週間に生活
リズムについての調査が行われた。その事前、事後の
２回の調査において、睡眠時間、起床時刻、就寝時刻
といった養育者の生活リズムが、子どもの生活リズム
とどのような関連を持つのかを見ていく。
１．養育者の睡眠時間の長さと、子どもの生活リズム
との関連について
養育者の睡眠時間の違いと子どもの生活リズムの間
にはどのような関連が見られるのか、事前と事後の調
査結果から検討する。
事前調査において、養育者の一週間の平均睡眠時間
は、最も短い時間が４時間51分、最も長い時間が９時
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○は、運動遊びを実施した週
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間30分であった。度数分布より、睡眠時間の短い方か
ら50％の対象者が７時間８分までの睡眠時間に属して
いることから、７時８分までの睡眠時間の対象者を事
前ＳＳ群（49名、平均６時間25分）、それ以上の睡眠時
間の対象者を事前ＳＬ群（49名、平均７時間55分）と
し、子どもの生活リズムに関する調査項目における各
群の比較を行った。
事後調査においては、養育者の一週間の平均睡眠時
間は、最も短い時間が３時間42分、最も長い時間が９
時間43分であった。度数分布より、睡眠時間の短い方
から49％の対象者が７時間４分までの睡眠時間に属し
ていることから、７時４分までの睡眠時間の対象者を
事後ＳＳ群（47名、平均６時間24分）、７時間８分以上
の睡眠時間の対象者を事後ＳＬ群（49名、平均７時間
59分）とし、子どもの生活リズムに関する調査項目に
おける各群の比較を行った。
１－１．養育者の睡眠時間の違いによる、子どもの睡
眠に関する項目における比較
子どもの睡眠に関する項目について、ＳＳ群、ＳＬ
群の比較を行った結果を、表２、３に示す。
表２ 子どもの睡眠に関する項目における、養育者の
睡眠時間長短別平均値（事前調査）
表３ 子どもの睡眠に関する項目における、養育者の
睡眠時間長短別平均値（事後調査）
表２、３において、子どもの「睡眠時間」、「就寝時
刻」、「起床時刻」、「寝つき」、「目覚め」いずれにおい
ても、養育者の睡眠時間の長短による違いは見られな
い。このことから、養育者の睡眠時間が比較的長くて
も短くても、前述の項目には差がほとんどないという
ことが分かる。
１－２．養育者の睡眠時間の違いによる、子どもの食
事に関する項目における比較
子どもの食事に関する項目について、ＳＳ群、ＳＬ
群の比較を行った結果を、表４、５に示す。
表４ 子どもの食事に関する項目における、養育者の
睡眠時間長短別平均値（事前調査）
表５ 子どもの食事に関する項目における、養育者の
睡眠時間長短別平均値（事後調査）
表４において、子どもの「朝食時刻」、「夕食時刻」
に有意差が認められる。このことから、養育者の睡眠
時間が比較的短い場合の方が、長い場合と比べて、子
どもの朝食時刻が早く夕食時刻が遅いということが示
された。表５においても、朝食時刻には差はほとんど
見られないが、夕食時刻では表４に見られた差と同じ
ような傾向が見られる。子どもの「朝食食欲」、「夕食
食欲」においては、有意差は見られない。
１－３．養育者の睡眠時間の違いによる、子どもの生
活行動に関する項目における比較
子どもの生活行動に関する項目について、ＳＳ群、
ＳＬ群の比較を行った結果を表６、７に示す。
表６ 子どもの生活行動に関する項目における、養育者
の睡眠時間長短別平均値（事前調査）
表７ 子どもの生活行動に関する項目における、養育者
の睡眠時間長短別平均値（事後調査）
表６、７より、子どもの「体調」、「機嫌」について
は、養育者の睡眠時間の長短による有意差は見られな
い。
１－４．養育者の睡眠時間の違いによる、養育者の他
項目における比較
養育者の就寝・起床時刻、食事時刻に関する項目に
ついて、ＳＳ群、ＳＬ群の比較を行った結果を、表８、
９に示す。
夕食の食欲朝食の食欲夕食時刻*朝食時刻*
3.502.8918時56分７時28分事前ＳＳ群
3.543.0818時44分７時38分事前ＳＬ群
*p＜0.05
夕食の食欲朝食の食欲夕食時刻朝食時刻
3.413.0718時51分７時34分事後ＳＳ群
3.523.1818時41分７時32分事後ＳＬ群
機嫌体調
3.723.67事前ＳＳ群
3.713.56事前ＳＬ群
機嫌体調
3.713.64事後ＳＳ群
3.723.59事後ＳＬ群
目覚め寝つき起床時刻就寝時刻睡眠時間
3.293.24６時56分21時39分９時間17分事前ＳＳ群
3.473.40７時01分21時43分９時間17分事前ＳＬ群
目覚め寝つき起床時刻就寝時刻睡眠時間
3.283.26６時59分21時41分９時間15分事後ＳＳ群
3.413.44７時01分21時46分９時間15分事後ＳＬ群
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表８ 養育者の就寝・起床時刻、食事時刻に関する項目
における、睡眠時間長短別平均値（事前調査）
表９ 養育者の就寝・起床時刻、食事時刻に関する項目
における、睡眠時間長短別平均値（事後調査）
表８、９より、事前調査、事後調査のいずれにおい
ても、養育者の就寝時刻と起床時刻に有意差がみられ
た。このことから、睡眠時間の短い養育者では、長い
養育者と比較して就寝時刻、起床時刻のいずれかが著
しく異なっているということではなく、就寝時刻が遅
く起床時刻が早いということがわかる。養育者の朝食
時刻、夕食時刻においては有意差は見られない。
２．養育者の起床時刻の違いと、子どもの生活リズム
との関連について
養育者の起床時刻が異なることにより子どもの状況
にどのような違いが生じるのかを、事前と事後の調査
結果から検討する。
事前調査において、養育者の一週間の平均起床時間
は、最も早い時刻が４時51分、最も遅い時刻が７時間
51分であった。度数分布より、起床時刻の早い方から
50％の対象者が６時間12分までの起床時刻に属してい
ることから、６時12分までの起床時刻の対象者を事前
ＧＥ群（50名、平均５時間48分）、それ以降の起床時刻
の対象者を事前ＧＬ群（46名、平均６時間43分）とし、
子どもの生活リズムに関する調査項目における各群の
比較を行った。
事後調査においては、養育者の一週間の平均起床時
刻は、最も早い時刻が４時51分、最も遅い時刻が７時
51分であった。度数分布より、起床時刻の早いほうか
ら52.1％の対象者が６時17分までの起床時刻に属して
いることから、６時17分までの起床時刻の対象者を事
後ＧＥ群（50名、平均５時51分）、それ以降の起床時刻
の対象者を事後ＧＬ群（46名、平均６時45分）とし、
子どもの生活リズムに関する調査項目における各群の
比較を行った。
２－１．養育者の起床時刻の違いによる、子どもの睡
眠に関する項目における比較
子どもの睡眠に関する項目について、ＧＥ群、ＧＬ
群の比較を行った結果を、表10、11に示す。
表10 子どもの睡眠に関する項目における、養育者の
起床時刻別平均値（事前調査）
表11 子どもの睡眠に関する項目における、養育者の
起床時刻別平均値（事後調査）
表10、11より、子どもの事後・睡眠時間、事前・就
寝時刻、事前・事後起床時刻に有意差が見られる。養
育者の起床時刻が早い場合には、子どもの就寝時刻が
早く、睡眠時間が短いという関連があることがわかる。
事前・睡眠時間、事後・就寝時刻には有意差は見られ
ないものの傾向としては同様である。子どもの寝つき、
目覚めについては、いずれにおいても有意差がみられ、
養育者の起床時刻が早い方が、子どもの寝つき、目覚
めの評定値が高いという関連があることがわかる。
２－２．養育者の起床時刻の違いによる、子どもの食
事に関する項目における比較
子どもの食事に関する項目について、ＧＥ群、ＧＬ
群の比較を行った結果を、表12、13に示す。
表12 子どもの食事に関する項目における、養育者の
起床時刻別平均値（事前調査）
表13 子どもの食事に関する項目における、養育者の
起床時刻別平均値（事後調査）
表12、13より、子どもの朝食時刻において有意差が
見られる。養育者の起床時刻が早い方が、子どもの朝
養育者夕食時刻養育者朝食時刻養育者起床時刻＊＊養育者就寝時刻＊＊
19時04分７時26分６時06分23時40分事前ＳＳ群
18時57分７時31分６時26分22時26分事前ＳＬ群
**p＜0.01
養育者夕食時刻養育者朝食時刻養育者起床時刻＊＊養育者就寝時刻＊＊
18時58分７時32分６時10分23時43分事後ＳＳ群
18時52分７時25分６時23分22時21分事後ＳＬ群
**p＜0.01
目覚め*寝つき*起床時刻**就寝時刻**睡眠時間
3.473.47６時45分21時31分９時間14分事前ＧＥ群
3.283.17７時12分21時51分９時間20分事前ＧＬ群
*p＜0.05**p＜0.01
目覚め*寝つき*起床時刻**就寝時刻睡眠時間**
3.473.48６時47分21時38分９時間06分事後ＧＥ群
3.213.22７時15分21時50分９時間15分事後ＧＬ群
*p＜0.05**p＜0.01
夕食の食欲朝食の食欲夕食時刻朝食時刻**
3.543.2318時50分７時23分事前ＧＥ群
3.492.9618時50分７時44分事前ＧＬ群
**p＜0.01
夕食の食欲朝食の食欲夕食時刻朝食時刻**
3.473.0918時46分７時20分事後ＧＥ群
3.463.1618時47分７時47分事後ＧＬ群
**p＜0.01
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食時刻が早いということがわかる。表10、11で見られ
た結果と合わせると、養育者の起床時刻が早いことで、
子どもを含む家族の生活の始まりも早めになっている
ことが考えられる。子どもの夕食時刻、朝食の食欲、
夕食の食欲には有意差は見られない。
２－３．養育者の起床時刻の違いによる、子どもの生
活行動に関する項目における比較
子どもの生活行動に関する項目について、ＧＥ群、
ＧＬ群の比較を行った結果を、表14、15に示す。
表14 子どもの生活行動に関する項目における、養育者
の起床時刻別平均値（事前調査）
表15 子どもの生活行動に関する項目における、養育者
の起床時刻別平均値（事後調査）
表14、15より、子どもの体調、機嫌については、養
育者の起床時刻が早い方が、体調、機嫌いずれの評定
値も高めであるという傾向は見られるが、有意差が生
じる程のものではない。
２－４．養育者の起床時刻の違いによる、養育者の他
項目における比較
養育者の睡眠時間、起床時刻、食事時刻に関する項
目について、ＧＥ群、ＧＬ群の比較を行った結果を、
表16、17に示す。
表16 養育者の睡眠時間、起床時刻、食事時刻に関する
項目における、起床時刻別平均値（事前調査）
表17 養育者の睡眠時間、起床時刻、食事時刻に関する
項目における、起床時刻別平均値（事後調査）
表16、17より、養育者の起床時刻が早い方が睡眠時
間が短く、就寝時刻が早いという傾向がみられ、前者
は事前調査において、後者は事後調査において有意差
が見られる。養育者の夕食時刻に有意差は見られな
かったが、朝食時刻においては有意差がみられ、起床
時刻が早い方が朝食時刻も早くなっていることがわか
る。このことから、早い時刻に起床することにより養
育者の朝食時刻が早めになるという関連が考えられ、
その傾向は表16、17において得られた傾向と同様のも
のであることから、養育者の時刻の早い起床が、養育
者自身の一日の生活の始まりの早さにつながるのみな
らず、子どもにも同様の事象もたらすという考えが支
持されたといえよう。
３．養育者の就寝時刻の違いと、子どもの生活リズム
との関連について
養育者の就寝時刻の違いにより子どもの状況にどの
ような変化が生じるのかを、事前と事後の調査結果か
ら検討する。
事前調査において、養育者の一週間の平均就寝時刻
は、最も早い時刻が20時48分、最も遅い時刻が１時間
38分であった。度数分布より、就寝時刻の早い方から
51％の対象者が23時00分までの就寝時刻に属している
ことから、23時00分までの就寝時刻の対象者を事前Ｂ
Ｅ群（50名、平均22時19分）、それ以降の就寝時刻の対
象者を事前ＢＬ群（48名、平均11時49分）とし、子ど
もの生活リズムに関する調査項目における各群の比較
を行った。
事後調査においては、養育者の一週間の平均就寝時
刻は、最も早い時刻が20時55分、最も遅い時刻が２時
間51分であった。度数分布より、就寝時刻の早い方か
ら50％の対象者が22時50分までの就寝時刻に属してい
ることから、20時50分までの就寝時刻の対象者を事後
ＢＥ群（48名、平均22時14分）、それ以降の就寝時刻の
対象者を事後ＢＬ群（48名、平均23時48分）とし、子
どもの生活リズムに関する調査項目における各群の比
較を行った。
表18 子どもの睡眠に関する項目における、養育者の
就寝時刻別平均値（事前調査）
機嫌体調
3.753.77事前ＧＥ群
3.723.69事前ＧＬ群
機嫌体調
3.783.68事後ＧＥ群
3.653.55事後ＧＬ群
養育者夕食時刻養育者朝食時刻*養育者就寝時刻**養育者睡眠時間
18時53分７時20分22時44分７時間03分事後ＧＥ群
18時57分７時38分23時20分７時間24分事後ＧＬ群
*p＜0.05**p＜0.01
養育者夕食時刻養育者朝食時刻**養育者就寝時刻養育者睡眠時間**
18時57分７時16分22時52分６時間54分事前ＧＥ群
19時04分７時42分23時14分７時間26分事前ＧＬ群
**p＜0.01 目覚め寝つき起床時刻*就寝時刻睡眠時間
3.413.39６時53分21時38分９時間15分事前ＢＥ群
3.343.24７時04分21時45分９時間19分事前ＢＬ群
*p＜0.05
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表19 子どもの睡眠に関する項目における、養育者の
就寝時刻別平均値（事後調査）
表18、19より、子どもの睡眠時間と就寝時刻に有意
差は見られないが、起床時刻には有意差が見られた。
養育者の就寝時刻が早い場合に子どもの起床時刻が早
目になるという関連が認められる。子どもの寝つき、
目覚めについては、養育者の就寝時刻が早い方がいず
れの評定値も高い傾向はあるが有意差が見られるほど
ではない。
３－２．養育者の就寝時刻の違いによる、子どもの食
事に関する項目における比較
子どもの食事に関する項目について、ＢＥ群、ＢＬ
群の比較を行った結果を、表20、21に示す。
表20 子どもの食事に関する項目における、養育者の
就寝時刻別平均値（事前調査）
表21 子どもの食事に関する項目における、養育者の
就寝時刻別平均値（事後調査）
表21より、子どもの朝食時刻において有意差が見ら
れる。表19より、就寝時刻の早い事後ＢＬ群において
は起床時刻が早くなっているため、朝食時刻も早く
なっていると考えられる。夕食時刻、朝食食欲、夕食
食欲については、有意差は見られない。
３－３．睡眠時間の違いによる、生活行動に関する項
目における比較
生活行動に関する項目について、ＢＥ群、ＢＬ群の
比較を行った結果を、表22、23に示す。
表22 子どもの生活行動に関するにおける、養育者の
就寝時刻別平均値（事前調査）
表23 子どもの生活行動に関するにおける、養育者の
就寝時刻別平均値（事後調査）
表22、23より、子どもの体調、機嫌については、就
寝時刻の違いによる有意差は見られない。
３－４．養育者の就寝時刻の違いによる、養育者の他
項目における比較
養育者の就寝・起床時刻、食事時刻に関する項目に
ついて、ＢＥ群、ＢＬ群の比較を行った結果を、表24、
25に示す。
表24 養育者の就寝・起床時刻、食事時刻に関する項目
における、就寝時刻別平均値（事前調査）
表25 養育者の就寝・起床時刻、食事時刻に関する項目
における、就寝時刻別平均値（事後調査）
表24、25より、養育者の就寝時刻が早い方が睡眠時
間が長く起床時刻が早いという、表16、17と同様の傾
向が見られる。養育者の早目の起床時刻、早目の朝食
時刻、早目の夕食時刻、長めの睡眠時間という関連が、
表16、17、24、25の結果で認められたことから、それ
らのことは互いに連動しているものと考えられる。
以上の結果より、養育者の睡眠時間、起床時刻、就
寝時刻が、養育者の他の項目や子どもの生活リズムに
関する項目と関連を持つということが示されたが、そ
の中でも、養育者の起床時刻は、睡眠に関する時間、
時刻、食事に関する時刻ばかりでなく、寝つき、目覚
めについての評定値とも関連が見られた。このことは、
夕食の食欲朝食の食欲夕食時刻朝食時刻
3.483.0218時48分７時32分事前ＢＥ群
3.562.9618時53分７時34分事前ＢＬ群
夕食の食欲朝食の食欲夕食時刻朝食時刻*
3.443.1118時42分７時27分事後ＢＥ群
3.493.1418時50分７時39分事後ＢＬ群
*p＜0.05
機嫌体調
3.713.65事前ＢＥ群
3.763.78事前ＢＬ群
機嫌体調
3.723.60事後ＢＥ群
3.713.63事後ＢＬ群
養育者夕食時刻*養育者朝食時刻*養育者起床時刻*養育者睡眠時間**
６時52分７時22分６時09分７時間45分事前ＢＥ群
７時10分７時36分６時23分６時間33分事前ＢＬ群
*p＜0.05**p＜0.01
養育者夕食時刻養育者朝食時刻*養育者起床時刻*養育者睡眠時間**
６時50分７時20分６時09分７時間51分事後ＢＥ群
７時00分７時37分６時24分６時間35分事後ＢＬ群
*p＜0.05**p＜0.01
目覚め寝つき起床時刻*就寝時刻睡眠時間
3.423.47６時54分21時40分９時間14分事後ＢＥ群
3.273.24７時06分21時47分９時間16分事後ＢＬ群
*p＜0.05
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子ども生活におけるのより良い生活リズムに対して、
養育者が早い時刻に起床することの影響の大きさを示
しているものとも考えられる。
しかしながら、養育者の生活様式のみが子どもの生
活リズムに寄与するものとは断言しがたい。なぜなら、
子どもの生活リズムは養育者の生活様式に強く影響を
受ける一方で、子ども自身の活動がどのようなものか
ということにもよると考えられるからである。
本研究では調査が２回行われているが、対象となる
２園のうち１園においては３週間に亘る運動遊び期間
が設けられている。前述のようなことが考えられるこ
とから、子どものより良い生活リズムに影響力を持ち
得るものについての更なる情報を得るため、子どもの
状況と最も関連が見られた養育者の起床時刻の他項目
との関連を、運動遊びの有無によって再検討すること
とする。
４．養育者の起床時刻の違いと運動遊びの有無との関
連について
養育者の起床時刻別各群の比較に運動遊び有無によ
る比較を加えた結果を、以下に示す。
表26 事前調査における「子どもの睡眠時間」
群別平均値
表27 事後調査における「子どもの睡眠時間」
群別平均値
表28 事前調査における「子どもの起床時刻」
群別平均値
表29 事後調査における「子どもの起床時刻」
群別平均値
表30 事前調査における「子どもの就寝時刻」
群別平均値
表31 事後調査における「子どもの就寝時刻」
群別平均値
表32 事前調査における「子どもの寝つき評定値」
群別平均値
表33 事後調査における「子どもの寝つき評定値」
群別平均値
表34 事前調査における「子どもの目覚め評定値」
群別平均値
表35 事後調査における「子どもの目覚め評定値」
群別平均値
表36 事前調査における「子どもの朝食時刻」
群別平均値
事前ＧＬ群事前ＧＥ群
９時間21分９時間14分Ｅ群
９時間19分９時間15分Ｃ群
事後ＧＬ群事後ＧＥ群*
９時間22分８時間55分Ｅ群
９時間27分９時間16分Ｃ群
*p＜0.05
事前ＧＬ群事前ＧＥ群
７時08分６時47分Ｅ群
７時14分６時44分Ｃ群
事後ＧＬ群事後ＧＥ群
７時07分６時43分Ｅ群
７時21分６時50分Ｃ群
事前ＧＬ群事前ＧＥ群
21時47分21時33分Ｅ群
21時54分21時28分Ｃ群
事後ＧＬ群事後ＧＥ群
21時44分21時43分Ｅ群
21時54分21時33分Ｃ群
事前ＧＬ群事前ＧＥ群
3.233.58Ｅ群
3.133.35Ｃ群
事後ＧＬ群事後ＧＥ群
3.213.54Ｅ群
3.233.43Ｃ群
事前ＧＬ群事前ＧＥ群
3.233.54Ｅ群
3.313.42Ｃ群
事後ＧＬ群事後ＧＥ群
3.183.45Ｅ群
3.243.48Ｃ群
事前ＧＬ群事前ＧＥ群
７時42分７時26分Ｅ群
７時45分７時19分Ｃ群
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表37 事後調査における「子どもの朝食時刻」
群別平均値
表38 事前調査における「子どもの夕食時刻」
群別平均値
表39 事後調査における「子どもの夕食時刻」
群別平均値
表40 事前調査における「子どもの朝食食欲評定値」
群別平均値
表41 事後調査における「子どもの朝食食欲評定値」
群別平均値
表42 事前調査における「子どもの夕食食欲評定値」
群別平均値
表43 事後調査における「子どもの夕食食欲評定値」
群別平均値
表44 事前調査における「子どもの体調評定値」
群別平均値
表45 事後調査における「子どもの体調評定値」
群別平均値
表46 事前調査における「子どもの機嫌評定値」
群別平均値
表47 事後調査における「子どもの機嫌評定値」
群別平均値
表48 事前調査における「養育者の就寝時刻」
群別平均値
表49 事後調査における「子どもの就寝時刻」
群別平均値
表50 事前調査における「養育者の起床時刻」
群別平均値
表51 事後調査における「養育者の起床時刻」
群別平均値
事後ＧＬ群*事後ＧＥ群
７時35分７時21分Ｅ群
７時55分７時20分Ｃ群
*p＜0.05
事前ＧＬ群事前ＧＥ群
18時43分18時48分Ｅ群
18時54分18時52分Ｃ群
事後ＧＬ群事後ＧＥ群
18時39分18時45分Ｅ群
18時52分18時46分Ｃ群
事前ＧＬ群事前ＧＥ群
3.103.09Ｅ群
2.862.96Ｃ群
事後ＧＬ群事後ＧＥ群
3.253.11Ｅ群
3.103.07Ｃ群
事後ＧＬ群事後ＧＥ群
3.633.77Ｅ群
3.493.60Ｃ群
事前ＧＬ群事前ＧＥ群
3.733.79Ｅ群
3.633.75Ｃ群
事前ＧＬ群事前ＧＥ群
3.713.76Ｅ群
3.733.73Ｃ群
事後ＧＬ群事後ＧＥ群
3.463.53Ｅ群
3.453.43Ｃ群
事前ＧＬ群事前ＧＥ群
3.483.53Ｅ群
3.503.56Ｃ群
事後ＧＬ群事後ＧＥ群
3.713.80Ｅ群
3.613.75Ｃ群
事前ＧＬ群事前ＧＥ群
23時07分22時52分Ｅ群
23時19分22時52分Ｃ群
事後ＧＬ群事後ＧＥ群
23時01分22時44分Ｅ群
23時33分22時44分Ｃ群
事前ＧＬ群事前ＧＥ群
６時38分５時49分Ｅ群
６時47分５時48分Ｃ群
事後ＧＬ群事後ＧＥ群
６時38分５時47分Ｅ群
６時49分５時55分Ｃ群
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表52 事前調査における「養育者の睡眠時間」
群別平均値
表53 事後調査における「養育者の睡眠時間」
群別平均値
表54 事前調査における「養育者の朝食時刻」
群別平均値
表55 事後調査における「養育者の朝食時刻」
群別平均値
表56 事前調査における「養育者の夕食時刻」
群別平均値
表57 事後調査における「養育者の夕食時刻」
群別平均値
ＧＥ群において、事後の「子どもの睡眠時間」（表26、
27）で有意差が見られる。「子どもの就寝時刻」（表30、
31）についてはＥ群でもＣ群でも事後の方が遅くなっ
ているが、「子どもの起床時刻」（表28、29）では、Ｅ
群において事後の方が早くなっているの対してＣ群に
おいては遅くなっており、このことが有意差は見られ
ないものの事後の両群の差を大きいものにしているこ
とがわかる。このことから、この起床時刻の大きさが
睡眠時間の差の大きさにつながっているといえる。
ＧＬ群では、事後の「子どもの朝食時刻｣、「養育者
の朝食時刻」で有意差が見られ、Ｅ群の方がＣ群より
早くなっている。事前ＧＬ群の時刻と比較すると、Ｅ
群の場合は事後ＧＬ群で早くなっておりＣ群の場合は
遅くなっている。運動遊びをした場合の方が、養育者
の朝食時刻が早くなっていることがわかる。有意差が
見られるほどではないものの、同様な傾向は「子ども
の起床時刻」（表28、29）、「養育者の就寝時刻」（表48、
49）｢養育者の夕食時刻｣（表56、57）でも見られる。
以上のように、同じＧＥ群、ＧＬ群においても、Ｅ
群とＣ群を比較した場合には事後の結果が異なる場合
があり、Ｅ群において子どもの起床時刻が早くなるな
どより良い生活リズムでの生活が見られることから、
養育者の起床時刻が早いことばかりでなく、運動遊び
を行うことが前述のような生活を可能とすることに寄
与すると考えられる。
討論
養育者の生活リズムと子どもの生活リズムとの関連
について検討した結果から考えられることを以下に述
べる。
養育者の睡眠時間、起床時刻、就寝時刻のいずれに
おいても、子どもの睡眠、食事、生活行動と関連が見
られたが、その中でも特に強い関連が見られたのは、
養育者の起床時刻であった。
表10、11においては子どもの睡眠時間、就寝時刻、
起床時刻、寝つき評定値、目覚め評定値、表12、13に
おいては子どもの朝食時刻に有意差が見られ、いずれ
も養育者の起床時刻が早い場合の方が、子どもの就寝
時刻、起床時刻が早く、寝つき評定値、目覚め評定値
が高いという関連を示している。また、子どもの体調、
機嫌についても、有意差は見られないものの、それと
同様の傾向が見られる。
太田らの研究における分析より、子どもの生活にお
いて子どもの起床時刻の早さが子どものより良い状況
と関連があるということが既に示されているが、本研
究における養育者の生活リズムに焦点を当てた分析か
らも同様の結果が得られたこととなり、より良い生活
リズムでの生活を可能にする際の起床時刻の早さを考
慮することの重要性が再度示されたといえよう。
また、表16、17における養育者の調査項目での比較
から、養育者の起床時刻が早いと朝食時刻や就寝時刻
も早い、という関連が見られた。このようなことから、
養育者の起床時刻が早いことにより、家庭での生活リ
ズムが全般に早めに推移し、子どもの起床をはじめと
する一日の行動開始も早まり、そのことが子どもの寝
つき、目覚めの高い評定値につながるということが考
事前ＧＬ群事前ＧＥ群
19時10分18時57分Ｅ群
19時01分18時57分Ｃ群
事前ＧＬ群事前ＧＥ群
７時間30分６時間52分Ｅ群
７時間23分６時間56分Ｃ群
事後ＧＬ群事後ＧＥ群
７時間37分６時間54分Ｅ群
７時間15分７時間10分Ｃ群
事後ＧＬ群事後ＧＥ群
18時48分18時53分Ｅ群
19時03分18時53分Ｃ群
事前ＧＬ群事前ＧＥ群*
７時44分７時24分Ｅ群
７時41分７時09分Ｃ群
*p＜0.05
事後ＧＬ群*事後ＧＥ群
７時28分７時20分Ｅ群
７時48分７時20分Ｃ群
*p＜0.05
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えられる。
もちろん、起床時刻、就寝時刻、睡眠時間は連動し
たものであるということはいうまでもない。従って、
子どものより良い生活リズムでの生活を期して養育者
の生活を考慮する時、起床時刻のみに焦点を当てるこ
とは適当ではないといえる。このことは、例えば表18、
19、20、21、24、25において、養育者の就寝時刻が早
い場合には子どもと養育者双方の起床時刻が早い、子
どもの朝食時刻や養育者の夕食時刻が早い傾向が見ら
れるといった関連性が認められることからも明らかで
ある。しかしながら、太田らによる結果からも示され
ているように、養育者はより良い生活リズムを守るこ
との重要性を認識できたとしてもそれを実際の生活で
実践するには至らないという現状がある。子育て、仕
事、家事、等々を抱えながら日々の生活を送る上で、
理屈では良いと理解できる生活を全面的に実現するこ
とはたやすいことではない。このような現状を踏まえ
た上で養育者の生活を考慮すると、生活のあらゆる面
に留意するというよりはいずれか１点について生活面
を考慮するということが実現可能性を高めるように思
われる。そして、その留意点の優先順位を考慮する際
には、太田らによって得られた結果、本研究で得られ
た結果から、起床時刻に留意するということになる。
全面的な生活の改善が困難であるならば、起床時刻を
考慮することにより、養育者、子ども双方のより良い
生活リズムでの生活につながっていくものと考えられ
る。
本研究においては、養育者の生活リズムを中心に結
果の分析を行ったが、子どもの生活は養育者の生活リ
ズムと関連を示すことに加え、起床時刻が早めの養育
者、遅めの養育者いずれの群においても運動遊びを
行っていた子どもの生活の方がより良いものであると
いうように、子ども自身が運動遊びを園生活の中で経
験しているか否かによっても異なるということが示さ
れた。子どもの生活のありようは、子どもの生活に密
接にかかわる養育者の生活の影響を受けると同時に、
子ども自身がどのような行動をとって１日を過ごすの
かということにも影響を受けるということが再度確認
されたことになる。このことから、子どもの生活リズ
ムをより良いものにする働きかけを考慮する際には、
養育者と子ども双方に対する視点を持つことが不可欠
であるといえよう。
まとめ
本研究において、養育者の生活リズムが子どもの生
活とどのような関連を持つのかということについて検
討された。養育者の睡眠時間、起床時刻、就寝時刻い
ずれも子どもの生活と関連を持つことが示されたが、
養育者の起床時刻が早い場合に子どもの生活がより良
い状態になるといった起床時刻の関連が最も強く示さ
れた。このことは、子どもの望ましい生活リズムでの
生活を実現しようとする際には、養育者の起床時刻を
考慮することが重要性を示唆するものといえよう。ま
た、子どもの生活にとっては、養育者の生活リズムが
大きな影響を持つと同時に、子どもがどのような活動
を行うのかということも欠かせない視点であるという
ことが示された。養育者の起床時刻を留意するような
働きかけを考慮すること、養育者の生活リズムと子ど
も自身の活動のありようの両面からアプローチするこ
とを踏まえながら、子どもの生活リズムをより良いも
のにするための今後の方策を探っていければと考える。
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SUMMARY
YukoOHTA:
Thepurposeofthisstudywastoexaminetherelationbetweentherhythmofdailylifeofparentsandtherhythm
ofdailyLifeofchildren.Thesubjectswere98infantsofnurseryschoolandtheparents.Theinvestigationitemthat
hadmoststrongestrelationwiththerhythmofdailyLifeofinfantswastherisingtimeofparents.Inthecaseofthe
earlyrisingtimeofparents,children'slifewasbasedonthebetterrhythm ofdailylife.Inthebothofgroups
－thegroupwiththeearlyrisingtimeandthegroupwiththelaterrisingtime－,thelifeofchildrenwiththe
Exercise-playwasbetter.Itwassuggestedthatweneededtothinkofboththerhythmofdailylifeofparentsandthe
activitiesofchildrenthemselveswhenwethoughtofchildren'slife.
（UyoGakuenColege）
ＴheInvestigationabouttheRhythmofDailyLifeofParentsandChildren
